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空
が
澄
み
、
星
の
瞬
き
が

さ
え
る
冬
。
自
然
科
学
研
究

所
（
所
長
∥
吉
田
治
弘
法
学

部
教
授
）
の
公
開
講
演
会（
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

共
催
、
多
摩
区
・
３
大
学
連

携
協
議
会
後
援
）
が
１２
月
７

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
約

１
５
０
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。
１６
回
目
と
な
っ
た

今
回
は
「
太
陽
系
惑
星
探
査

の
最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
月
祥
子
商
学
部
講
師
（
宇

宙
地
球
科
学
）
と
東
京
工
業

大
学
地
球
生
命
研
究
所
の
木

村
淳
研
究
員
が
惑
星
研
究
の

最
新
の
成
果
を
報
告
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
共
同
研
究
員
も
務
め
る

大
月
講
師
は
、
ま
ず
金
星
の

特
徴
を
説
明
。
直
径
（
地
球

の
約
９５
％
）
、
質
量
（
同
８２

％
）
、
密
度
（
同
９５
％
）
が

地
球
と
似
通
っ
て
い
る
半

面
、
太
陽
系
の
惑
星
の
中
で

一
つ
だ
け
自
転
の
向
き
が
逆

で
あ
り
、
水
と
濃
硫
酸
で
で

き
た
雲
が
秒
速
１
０
０
㍍
の

超
強
風
と
な
っ
て
吹
き
荒
れ

て
い
る
、
と
謎
に
満
ち
た
姿

を
紹
介
。
自
身
が
携
わ
る
金

星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
に

話
を
進
め
た
。

金
星
の
大
気
や
地
表
を
観

測
す
る
た
め
２
０
１
０
年
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
あ
か
つ

き
」
は
現
在
、
太
陽
を
周
回

中
。
打
ち
上
げ
か
ら
半
年
後

に
金
星
に
最
接
近
し
た
際
は

主
エ
ン
ジ
ン
の
故
障
で
逆
噴

射
で
き
ず
、
金
星
の
周
回
軌

道
に
入
れ
な
い
ま
ま
通
過
す

る
し
か
な
か
っ
た
。

「
『
あ
か
つ
き
』
は
金
星

に
近
い
軌
道
で
太
陽
を
周
回

し
て
い
る
の
で
チ
ャ
ン
ス
は

ま
だ
あ
る
。
今
は
太
陽
の
向

こ
う
側
、
地
球
か
ら
２
億
５

０
０
０
万
㌔
の
所
に
い
る

が
、
片
道
１３
分
か
け
て
信
号

を
や
り
取
り
し
、
状
況
を
確

認
し
て
い
る
」
と
大
月
講

師
。
金
星
よ
り
周
回
速
度
が

速
い
「
あ
か
つ
き
」
が
少
し

ず
つ
先
行
し
、
２
０
１
５
年

１１
月
に
周
回
遅
れ
の
金
星
に

再
び
最
接
近
す
る
予
定
で

「
『
あ
か
つ
き
』
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
ら
応
援
を
」
と
結

ん
だ
。

「
氷
の
月
と
水
の
海
」
と

題
し
て
講
演
し
た
木
村
氏

は
、
欧
州
宇
宙
機
関
の
「
木

星
氷
衛
星
探
査
計
画
」
（
２

０
２
２
年
打
ち
上
げ
予
定
）

の
観
測
機
器
開
発
に
か
か
わ

る
。
最
近
の
探
査
に
よ
っ
て

太
陽
系
の
１３
の
衛
星
の
内
部

に
海
が
あ
る
可
能
性
が
高
ま

っ
た
と
報
告
。
探
査
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
解
説
す
る
と

と
も
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

で
ど
ん
な
生
命
が
存
在
し
う

る
の
か
研
究
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

講
演
会
当
日
は
、
金
星
が

一
番
明
る
く
見
え
る
「
最
大

光
度
に
達
す
る
日
」
。
講
演

終
了
後
、
大
月
講
師
の
案
内

で
希
望
者
約
３０
人
が
９
号
館

屋
上
に
移
動
。
佐
藤
暢
経
営

学
部
准
教
授
（
宇
宙
地
球
科

学
）
の
操
作
す
る
天
体
望
遠

鏡
で
、
南
西
の
空
に
輝
く
三

日
月
形
の
「
宵
の
明
星
」
を

観
測
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
企
業
経
営
を
模

擬
体
験
し
、
経
営
学
の
理
解

を
深
め
る
講
習
会
「
ビ
ジ
ネ

ス
ゲ
ー
ム
入
門
」
が
１１
月
１９

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

講
さ
れ
た
∥
写
真
。

本
学
の
学
生
の
ほ
か
、
石

巻
専
修
大
学
の
学
生
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
。
本
学
の
高

萩
栄
一
郎
商
学
部
教
授
と
、

石
巻
専
大
の
湊
信
吾
経
営
学

部
教
授
が
指
導
し
、
横
浜
国

立
大
学
Ｙ
Ｂ
Ｇ
（Y

o
k
o
h
a

m
a

B
u
s
i
n
e
s
s

G
a
m
e

）

開
発
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ゲ
ー

ム
」
が
使
用
さ
れ
た
。

専
大
生
１３
人
が
４
チ
ー
ム

に
、
石
巻
専
大
生
１５
人
が
５

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム

を
展
開
。
他
チ
ー
ム
の
動
向

を
予
測
し
な
が
ら
販
売
価

格
、
食
材
費
、
広
告
費
を
決

定
し
、
６
週
間
の
累
計
営
業

利
益
を
競
っ
た
。
学
生
た
ち

は
電
卓
片
手
に
綿
密
に
相
談

を
重
ね
、
チ
ー
ム
戦
略
を
決

定
。
１
週
ご
と
に
発
表
さ
れ

る
結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
、
経
営
者
と
し
て
の
意
思

決
定
能
力
を
養
っ
た
。
優
勝

は
３４
万
３
６
３
０
円
を
記
録

し
た
石
巻
専
大
の
「
チ
ー
ム

３
」
が
勝
ち
取
っ
た
。

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
～
故
郷

へ
の
追
憶
」
を
テ
ー
マ
に
、

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
の
第
４１
回
定
期

演
奏
会
が
１２
月
１４
日
、
世
界

有
数
の
音
響
設
備
を
誇
る
川

崎
市
「
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
た
∥
写
真

。
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
改
修
で
し
ば

ら
く
閉
館
し
て
い
た
同
ホ
ー

ル
で
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
。

指
揮
に
松
沼
俊
彦
氏
を
迎

え
、
演
目
は
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク

交
響
曲
第
９
番
「
新
世
界
よ

り
」
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
交
響

曲
第
７
（
８
）番「
未
完
成
」、

ス
ッ
ペ
喜
歌
劇
「
詩
人
と
農

夫
」
序
曲
な
ど
、
い
ず
れ
も

な
じ
み
の
あ
る
親
し
み
や
す

い
名
曲
。
若
々
し
い
見
事
な

演
奏
に
、
１
１
０
０
人
で
埋

ま
っ
た
会
場
は
「
ブ
ラ
ボ
ー

！
」
が
鳴
り
響
い
た
。

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

１２
月
２０
日
昼
休
み
に
は
、

専
フ
ィ
ル
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
ア
ト
リ
ウ
ム
で

開
か
れ
た
∥
同

。

金
管
、
木
管
、
弦
楽
器
の

４
グ
ル
ー
プ
が
「
も
ろ
び
と

こ
ぞ
り
て
」「
君
を
の
せ
て
」

「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
」「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ

ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
を
演
奏
、

学
生
た
ち
は
昼
食
を
取
り
な

が
ら
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
味
わ
っ
た
。

「
出
し
た
い
本
は
、
自
分
が
読
み
た
い
本
」
と

言
い
切
る
出
版
社
・
西
田
書
店
代
表
の
日
高
徳
迪

さ
ん
。

「
こ
れ
は
我
が
社
の
専
門
じ
ゃ
な
い
か
ら
っ

て
、
い
い
出
会
い
を
逃
し
た
ら
、
も
っ
た
い
な
い

で
し
ょ
」

こ
こ
１０
年
間
の
主
な
出
版
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
見

て
も
、
硬
軟
多
彩
、
分
野
も
幅
広
い
。

▽
小
説
家
・
評
論
家
で
あ
る
著
者
が
装
丁
・
挿

画
・
写
真
も
担
っ
た
『
建
築
は
ほ
ほ
え
む
』
（
松

山
巖
著
、
０４
年
、
１０
年
に
改
訂
版
）
▽
広
島
の
被

爆
建
物
を
紹
介
す
る
『
原
爆
を
見
た
建
物
』
（
山

下
和
也
・
井
出
三
千
男
・
叶
真
幹
著
、
０６
年
）
▽

戦
前
戦
後
を
通
じ
、
社
会
的
弱
者
と
と
も
に
闘

い
、
日
本
人
と
し
て
初
の
韓
国
建
国
勲
章
を
受
章

し
た
人
権
派
弁
護
士
の
評
伝
『
弁
護
士

布
施
辰

治
』
（
大
石
進
著
、
１０
年
）
▽
７０
年
代
、
８０
年
代

の
少
女
マ
ン
ガ
全
盛
期
の
舞
台
裏
を
綴
っ
た
『
わ

た
し
の
少
女
マ
ン
ガ
史
』
（
小
長
井
信
昌
著
、
１１さ

年
）
▽
ジ
ブ
リ
映
画
の
原
作
者
に
よ
る
句
集
『
娑

ば

さ

ば

婆
娑
婆
』（
佐
山
哲
郎
著
、
１１
年
）。

ぼ
う

最
近
で
は
、
１３
年
刊
行
の
詩
集
『
わ
が
涙
滂

ぼ
う々

』
が
全
国
紙
を
は
じ
め
と
す
る
各
紙
の
書
評
で

絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
小
島
力
さ
ん
。
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
の
事
故
で
福
島
県

尾
村
か

ら
東
京
・
武
蔵
野
市
に
移
っ
て
避
難
生
活
を
送
っ

て
お
り
、
３０
年
前
に
い
ち
早
く
原
発
の
恐
ろ
し
さ

を
訴
え
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
作
品
は
、
時
代
の
様
相
を
切
り
取

り
、
小
粒
な
が
ら
ピ
リ
リ
と
し
て
い
る
。
西
田
さ

ん
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
著
者
と
の
つ
な
が
り

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。
要
望
に
よ
っ
て

は
、
活
版
印
刷
で
製
作
も
す
る
と
い
う
こ
だ
わ
り

よ
う
だ
。

二
十
数
年
前
か
ら
自
費
出
版
を
始
め
た
。
こ
ち

ら
も
「
著
者
と
の
語
ら
い
の
中
か
ら
本
が
生
ま
れ

る
」
と
の
指
針
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
対

応
し
て
い
る
。

同
書
店
は
１
９
７
５
（
昭
和
５０
）
年
、
教
育
者

・
尾
高
豊
作
、
社
会
運
動
家
・
高
山
洋
吉
ゆ
か
り

と
う
こ
う

の
出
版
社
・
刀
江
書
院
（
１
９
２
３
年
∥
大
正
１２

∥
創
業
）
か
ら
業
務
を
受
け
継
い
だ
。
当
時
の
社

主
が
本
学
の
卒
業
生
、
故
西
田
明
氏
（
兄
は
元
経

済
学
部
教
授
の
故
西
田
勲
氏
）
。
ま
た
、
か
つ
て

社
屋
が
入
っ
て
い
た
建
物
は
現
在
の
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
７
号
館
に
あ
っ
た
。
本
学
と
の
縁
は
深
い
。

「
エ
ア
コ
ン
な
し
の
古
い
建
物
で
ね
、
夏
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
１
枚
で
原
稿
を
読
み
、
冬
は
石
油
ス
ト

ー
ブ
を
囲
ん
で
著
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
も
の

で
す
。
建
物
の
前
の
大
き
な
ビ
ワ
の
木
だ
け
が
今

も
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
て
。
通
り
か
か
る
と
当

時
を
思
い
出
し
ま
す
よ
」
と
日
高
さ
ん
。

昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
そ
の
歴
史
的
建
造
物

は
、
都
立
小
金
井
公
園
の
中
の
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
に
移
さ
れ
、
「
丸
二
商
店
」
と
し
て
昭
和
の

情
景
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

※
図
書
出
版
「
西
田
書
店
」
∥
東
京
都
千
代
田

区
神
田
神
保
町
２
―
３４
山
本
ビ
ル
２
Ｆ
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▲ 金星探査機「あかつき」の現況を解説する大月講師

��３３

大月講師らが研究成果を報告

ブ
ラ
ボ
ー


「太陽系惑星探査の最前線」

▲ かつて西田書店は神田キャンパス７号館付近に

専
フ
ィ
ル

図書出版「西田書店」

♪♭＃♭＃♭定期演奏会＃♭＃♭＃♪

語らいの中から本が生まれる

自然科学研究所
公 開 講 演 会

●

●

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

本
学
学
生
と
石
巻
専
大
生

▲ 仕事場での日高さん

�
「
宵
の
明
星
」
を
観
測
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